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資料① 

山北町の教育・保育   

基本方針 
 
 教育・保育は社会の根幹を形つくる最も重要なものであり、「課題を見出し解決する力」、「知識・技能を更新する

ための生涯にわたる学習」「他者や社会、自然や環境と共に生きること」など、予測不可能な変化に対応するための

資質・能力をはぐくむ教育・保育への期待が高まっている。 

 近年の著しい社会変化の中においては、求められる資質・能力が変化し続けており、令和の日本型学校教育の姿

である「すべての子どもたちの可能性を引き出す、個別最適な学びと協働的な学びの実現」に向けて、園・学校が教

育・保育における役割と責任を自覚し、「協働」のまちづくりの視点に立って相互に連携を図りながら教育・保育内

容を充実させ、教育・保育環境を整えていく必要がある。 

 そのような中、山北町では、次代を担う人づくりを進めるとともに、先人が築いてきた歴史や文化を受け継ぎ、

発展させていくため、令和 6 年度策定の「山北町第６次総合計画 前期基本計画」及び「第３次山北町教育大綱」

を積極的に推進する。 

 現在、幼稚園１園、こども園１園、保育園１園、小学校１校、中学校１校であり、本町の特色であるコンパクトさ

と適応力を生かした教育・保育活動をさらに推進することができる環境が整っている。 

また、令和４年２月に策定した「０歳から 15歳までの一貫教育・保育基本方針」のもと「一貫教育・保育」を推

進してきた。令和７年度についても、乳幼児の教育・保育に対する保護者のニーズの高まりへのきめ細かな対応と

情報共有、小学校以降の学校教育のねらいである「生きる力」の育成へのより滑らかな接続と、園・学校それぞれの

指導内容等についての相互理解を図り、より質の高い教育・保育を実施できるよう、園・学校・家庭・地域が一体と

なって教育・保育環境のさらなる充実を図る。 

 さらに、人権教育の推進による豊かな心の育成やＩＣＴ教育、通信環境の整備など、園・学校の教育・保育に求め

られる役割も年々大きくなっており、安心・安全で快適な教育・保育環境の充実をめざすとともに、支援教育の理

念のもと個々のニーズに応じたインクルーシブ教育をさらに推進していく。また、一貫教育・保育の推進にあたり、

小・中学校の「学校運営協議会」と幼稚園・保育園・こども園の３園で構成する「３園運営協議会」を生かし、家庭

及び地域とより連携を深め、地域とともにある園・学校づくりに努める。 

 生涯学習においては、2018年 3月に改訂した生涯学習推進プランの実現に向け、町民のライフステージに応じた

学習機会の提供など様々な支援や協力等を行い、地域に根ざした生涯学習の活性化に努める。生涯スポーツにおい

ては、2019年３月に改訂した生涯スポーツ推進プランの実現に向け、町民誰もが気軽にスポーツ活動に親しむこと

ができる機会を提供し、生涯スポーツの振興を図るとともに健康づくりに貢献する。 

また、町民の自主的で活発な文化活動を推進するために成果発表や鑑賞等の機会の充実に努め、民俗文化財の継

承の支援など文化遺産の保存・活用の推進を図る。 

 そして、差別がなく誰もが幸せに暮らすことができる共生社会の実現のために園・学校での教育・保育及び社会

教育の両面から、あらゆる機会を通じて人権教育及び人権啓発の効果的かつ継続的な推進に努める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【基本目標】 
１ 人間力と社会力を育成する教育の推進人間力と社会力を育成する教育の推進 
   「０歳から 15歳までの一貫教育・保育」を推進し、社会の中で他者とよりよく関わりながら、自

分らしく生きることができる人間力と社会力を育成します。また、学校・家庭・地域が連携して、
青少年が心身ともに健全に育つ環境づくりを進めます。 

２ 生涯学習・生涯スポーツ・文化活動によるまちづくり 
   生涯を通じて学びながら豊かで充実した生活を送ることができるよう、学習機会の充実や学びの

場の提供などを図ります。 
   また、子どもから高齢者まで、町民誰もが気軽にスポーツを楽しむことができる環境づくりに取

り組みます。自発的で活発な文化活動の支援や発表の機会の充実に努めるとともに、地域特有の文
化遺産や歴史に親しめる環境づくりを進めます。 

３ 人権を守り共生社会を実現するまちづくり 
   すべての人がお互いの人権を尊重し、共に協力して支え合うことができるよう、人権教育や啓発

活動を行います。 
   また、性別に関係なく、その人の個性、能力を十分に発揮することができ、就業や地域活動等あ

らゆる分野に参画できる環境づくりを進めます。 
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令和７年度 園教育・保育及び学校教育グランドデザイン 

 

 

 

  

  

  

 

 

 

  

  

 

 

 

 

  

 

  

   

 

  

   

 

 
「第 ３ 次 山 北 町 教 育 大 綱」 

 

学 ぶ 力 
社会で求められる資質・能力の育成 

支援・インクルーシブ教育の推進 

異校種間交流の推進 

外国語（英語）教育等の充実 

ICT 機器等の活用 

豊かな心 たくましい体 

乳児保育・幼児教育 

保育・教育環境の整備と充実  家庭地域・関係機関との連携・協働 

町 民 憲 章 

1.恵まれた自然を大切にし、 

美しいまちをつくります。 

1.情操ゆたかな、文化のまち 

をつくります。 

1.きまりを守り、礼儀正しい 

まちをつくります。 

1.仕事にはげみ、活力あるまち 

をつくります。 

1.思いやりと笑顔のあふれる 

まちをつくります。 

かながわ教育ビジョン 

◎基本理念 

未来を拓く・創る・ 

生きる人間力あふれる 

かながわの人づくり 

◎めざすべき人間力像 

 思いやる力 

 たくましく生きる力 

 社会とかかわる力 

◇明るく元気で思いやりのある子  ◇自分で考えて表現する子 

◇自然に親しみ、地域とのふれあいを大切にする子 

★山北町の教育目標★
かながわ教育ビジョン 



３ 

 

Ⅰ 園教育・保育及び学校教育重点施策  

 令和７年度 園教育・保育及び学校教育の主な取り組み 

 

   

 

 

１ 乳幼児教育・保育の充実 

（1）適切な乳幼児教育・保育の推進 

乳幼児期における教育・保育は、生涯にわたる人格形成の基礎を培う重要なものであるという認

識を深め、幼稚園教育要領、保育所保育指針、幼保連携型認定こども園教育・保育要領に基づいた

適切な教育・保育目標等を設定し、調和のとれた組織的・発展的な指導・保育計画を作成したうえ

で 15 年間の学びの連続性を意識し、めざすこども像を共有した教育・保育の計画・実施を行う。 

また、園運営に関する評価を実施し、結果をもとに改善方策を検討し、よりよい園経営に努める。 

（2）乳幼児教育・保育の充実 

   乳児期の保育について、日常生活に関わるケアを行うことだけでなく、信頼できる人との関わりをとお 

して、愛着心を育てていくことが大切である。また、乳児期及び乳幼児期における保育士、保育教諭の適 

切な働きかけや援助が幼児期以降の「健康」「人間関係」「環境」「言葉」「表現」の５領域の育ちにつなが 

ることから、受容的・応答的で自発的な活動を促す保育ができるよう保育の工夫や質の向上に努める。 

（3）乳幼児教育・保育内容と環境の充実 

乳幼児の自発的・主体的な活動が確保されるよう、計画的に物的・空間的環境を構成した中で充

実した教育・保育活動を行う。「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」に示された 10 の姿を具体

的にめざす姿ととらえ、豊かな心と健やかな体の育成を図る。また、外国語指導助手（ALT）との継

続的な交流により異文化に触れる機会を増やし、小学校の外国語（活動）への円滑な接続を図る。 

（4）一人ひとりのニーズに応じた適切な支援 

日常的な観察・記録・検討の他、心理士による巡回相談や教育相談、町子育て部局との情報共有

を行い、個々の理解を深め、乳幼児及び幼児一人ひとりの特性に応じた指導・支援に努める。 

障がいの有無にかかわらず、個別の支援が必要な乳幼児の指導・支援にあたっては支援員等を配

置するとともに、医療や福祉などの業務を行う関係機関及び県立特別支援学校、療育施設等と連携

し、個に応じた切れ目のない指導・支援の内容や方法の工夫を計画的に行う。 

（5）幼児教育と小学校教育の接続 

発達や学びの連続性を踏まえ、幼児期教育・保育と小学校教育との円滑な接続のために、保育士、

保育教諭、教諭は小学校学習指導要領に対する理解を深めるべく研修を行う。また、山北スタンダ

ードカリキュラムをはじめとする、11 分野の一貫教育・保育カリキュラムを活用し、小学校教育と

の相違点・共通点を踏まえつつ、計画的に実施できるよう努める。 

（6）幼稚園・保育園・こども園の連携 

幼稚園、保育園、こども園が各園の特色を生かしつつ、共通の「山北町就学前カリキュラム」 

に基づいて教育・保育を行う。乳幼児期から児童期への移行を円滑にするために、「幼児期の終わり

までに育ってほしい姿」をもとにした「山北こども研究会」での研究を生かした取り組みを進めな

がら、随時、小学校と連携してカリキュラムの実践と見直しを行っていく。 

（7）家庭・地域との連携 

基本的生活習慣や望ましい生活態度の育成、豊かな情操の涵養や道徳性の芽生え等については

家庭の果たす役割が大きいことから、家庭との連絡やドキュメンテーション、ICT 機器を活用した

情報の発信等を行い、教育・保育内容についての理解を図る。   

また、地域の乳幼児教育・保育に対する理解を深めるとともに地域力の活用をめざし、幼稚園･

保育園・こども園３園運営協議会を生かし、地域とともにある園運営に努める。 

（8）幼稚園・保育園・こども園合同研究の推進 

乳幼児理解や教育・保育の指導方法などについて研究を深めるため、「山北こども研究会」で講師を招

聘し、乳幼児教育・保育等における環境構成や援助等について具体的に研究することをとおして、職員

研修や交流の場の機会を増やすことにより教育・保育の充実を図る。 

０歳から 15 歳までの一貫教育・保育の推進と充実  
★めざすこども像を全職員で共有 
★山北スタンダードカリキュラムを基盤にした教育・保育の推進 
★切れ目のない子育て支援体制・支援につなげる情報共有 
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２ 学校教育の充実 

（1）特色ある学校経営の推進 

地域の特性や学校の実態、15 年間の学びの連続性を考慮して教育課程を工夫し（カリキュラム・

マネジメント）適切な教育目標及び経営方針を確立する。また、児童・生徒一人ひとりが尊重され、

主体的に自己表現をし、多様性を認めることができる学年・学級経営の一層の充実を図る。 

さらに、学校評価の結果をもとに改善方策等を検討し、よりよい学校経営に努める。 

（2）人権教育の推進 

全教育活動をとおして、児童・生徒が発達段階に応じて人権の意義や内容・重要性について理解

し「自分の大切さとともに他の人の大切さを認めること」ができるようにする。また、令和 6 年度

作成した人権教育カリキュラムのもと実践し、様々な場面や状況での具体的な態度や行動に表れる

よう、人権感覚を磨き、人権意識を高めるように努める。 

（3）確かな学力の向上 

児童・生徒に基礎的・基本的な知識及び技能を確実に習得させ、これらを活用して課題を解決す

るために必要な思考力、判断力、表現力等を育む。また、主体的・対話的で深い学びの実現に向け

た授業改善に取り組む。「かながわ学びづくり推進地域研究委託事業」の活用や山北町「豊かな学び

研究会」の取り組みによる授業研究会等をとおして指導力・授業力と見取る力の向上を図る。 

こうした学力向上に向けての取り組みについては、家庭・地域との連携・協力を得ながら児童・

生徒一人ひとりの特性、ニーズに応じた指導・支援の工夫、充実を図る。 

(4)ICT 機器とデジタル教材の活用方法の検討 

児童・生徒が ICT 機器やデジタル教材等の活用をとおしてその特性に気づき、積極的に学びに生

かそうとする態度を育てるとともに、プログラミング教育の目標に基づく論理的思考力の育成に努

める。また、教職員は GIGA スクール構想に基づき、ICT 機器やデジタル教材等の効果的な活用方法

について検討し、個別最適化に資する指導法の工夫・改善と ICT 機器の使用上の情報モラルに関す

る指導を行う。さらに、ICT 機器を活用した家庭との連携や家庭学習、オンライン学習等の充実に

努める。 

（5）道徳教育の推進 

「特別の教科 道徳」の時間を中心として道徳的な判断力、心情、実践意欲と態度を醸成する。

授業を道徳教育の要としつつ、全教育活動をとおして道徳教育の充実を図る。また、学校公開等で

の道徳科の授業公開を促し、家庭や地域社会との共通理解を深め、相互の連携を図る。 

(6) 地域を生かした教育の充実 

令和５年度改訂版の副読本「歴史・文化から学ぶ わたしたちの山北」や令和７年度改訂版「わ

たしたちの山北（３・４年生用）」の活用、「やまきた学び」カリキュラムの実践検証をとおして地

域の様子や歴史、文化に触れ、山北町に対する誇りや愛着を高めるとともに、自ら興味を持って調

べる子どもの育成に努める。 

（7）健康・安全・防災教育と食育指導の充実 

体力の向上については、全教育活動を通じて系統的指導を行い、運動に親しむ習慣づくりに努め

る。また、全国体力・運動能力・運動習慣等調査を活用し、児童・生徒の実態を把握するとともに、

スポーツの意義や役割について理解を深め、スポーツに親しむ態度を育成する。 

児童・生徒の「食」に関する知識と「食」の安全性や望ましい食生活に結び付くよう、各教科及

び特別活動、日常の給食指導や家庭と連携した「おべんとうの日」（年間２回実施）の取り組みをと

おして「食育」指導の推進と充実を図る。 

さらに、施設・設備の安全管理に努め、交通安全や災害に対する防災教育、不審者対応等の安全

教育の充実を図るとともに、「安全・安心な学校づくり」に努める。 

（8）児童・生徒指導の充実 

学校教育活動全体をとおして児童・生徒理解に努め、一人ひとりの児童・生徒の自己肯定感や多

様性を認める気持ちの育成を重視する。いじめ、不登校、暴力行為、SNS 等に起因する児童・生徒

指導上の諸問題については、町及び各校のいじめ防止基本方針に基づき、いじめの未然防止・早期

発見・早期対応・早期解決に教職員、保護者、地域住民、関係機関が互いに連携協力して取り組む。   

また、心に悩みを持つ児童・生徒及び保護者に対して、学校、山北町教育支援センター教諭・指

導員、スクールカウンセラー、学校心理士、スクールソーシャルワーカー、町保健師、社会福祉士
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などが連携・協力し、個に応じた相談活動の充実を図る。 

 （9）支援・インクルーシブ教育の充実 

障がいのある児童・生徒に対して、共に学び、共に育つ環境を保障するとともに、教育支援員を

配置し、教育相談コーディネーターの活用と個別の指導計画に基づいた適切な指導に努める。また、

一人ひとりの理解を一層深め、個性や能力に適した指導をとおして、将来の様々な環境に適応し、

自立していく能力を育成する。 

インクルーシブ教育の視点から障がいの有無にかかわらず、児童・生徒一人ひとりに応じたきめ

細かな指導体制を整え、すべての児童・生徒が安心して学ぶことができる環境を整えると共に、切

れ目のない特別支援教育を充実させるための園・小・中の連携に努める。 

（10）キャリア教育の充実 

的確な児童・生徒理解やキャリアパスポートの活用をとおして、能力・適性の開発と伸長に努め、

一人ひとりに充実した将来を保障するために、全学年をとおして計画的な進路指導を進める。 

キャリア教育の充実を図り、児童・生徒一人ひとりに勤労観・職業観を身につけ、社会に貢献す

る力を育成する。 

（11）外国語活動、外国語教育、英語教育の推進 

外国語指導助手（ALT）の各校１名の派遣と小学校高学年での英語専科教諭の活用により外国語

教育を充実させ、コミュニケーション力を高める。中学年の外国語活動では、35 時間分のスクリプ

トを生かした授業を行い、外国語に慣れ親しむ態度を育てる。小・中学校の英語教育では、英検※受

験への啓発や受験料援助等を行い、英語力の向上をめざす。また、小中学校担当教員間での情報共

有や交流授業、国際理解教育・外国語活動・外国語科カリキュラムの実践と検証等をとおして、互

いの教育内容の理解を図り、円滑な接続をめざす。※英検：公益財団法人日本英語検定協会が実施する実用英語技能検定 

（12）読書活動の推進 

「確かな学力」を身につけ、「豊かな心」を育むうえでも大切な役割を担っている読書活動を推進

する。推進にあたっては、『第二次山北町子ども読書活動推進計画』の基本方針を踏まえ、各学校の

実態と児童・生徒の発達段階に応じて作成した計画に基づき、学校図書館と町図書室の積極的活用

等により日常的に読書に親しむ児童・生徒の育成を図る。 

（13）環境教育の推進 

身のまわりの環境に対する感性を磨き、理解を深めるとともに、森林環境教育の一環として、園

でのシイタケ菌打ち体験からつながる森林体験学習を小学校２年生、５年生を対象に実施する。ま

た、書道反古紙（再生紙）の活用を図るなど全教育活動をとおして環境を大切にする心を育成する。

その中で、山北町の豊かな自然に興味・関心を持ち、郷土の自然を自ら守ろうとする児童・生徒の

育成をめざした環境教育を推進する。 

（14）幼稚園・保育園・こども園・小学校・中学校・高等学校の交流教育の推進 

園・学校で得た体験や知識を次の学校でも継続し、さらに発展的に学習をつなげていくことがで

きるよう、教職員の異校種間体験研修の実施や情報交換、研究の連携を図り、幼・保・こ・小・中・

高の交流教育を積極的に推進する。 

また、園児・児童生徒の異校種間交流をとおして、より多くの仲間とふれあうことでコミュニケ

ーション能力や社会性のより一層の育成を図るよう努める。県立山北高等学校と締結した連携・協

力に関する協定による学校間交流と県立山北高等学校「地域との協働による報告会」の充実を図る。 

（15）家庭・地域との連携の推進 

小・中学校の学校運営協議会を生かし、地域とともにある学校づくりを図る。また、地域住民が

積極的に児童・生徒の学びや成長を支えていく活動に参画・協力しやすい体制づくりを行い、地域

の教育力の活用や開発を進めるとともに放課後児童クラブ・放課後こども教室との連携協力体制を

図る。学校の取り組みについては、教育委員会だより等で家庭・地域に発信し、家庭・地域との連

携を深める。なお、今年度から地域と連携し部活動地域移行を実施していく。 

３ 山北町立園・小学校・中学校研究テーマ 

 山北こども研究会「自然と出会い体験する中で豊かな心を育む」（幼・保・こ 合同研究テーマ） 

川村小学校「人権を尊重し、互いに認め合い励まし合って、ともに伸びていく子どもの育成 

～子どもとともに創る授業～」 

山北中学校「山北総合プランづくり～汎用的な山北 SCの活用をめざして～」※SC は…スタンダードカリキュラム 
 


